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本ドキュメントについて 

製品表記  

本ドキュメントでは、以下の製品について略称を使用しております。 

正式名称 本マニュアルでの呼称（略称） 

BOM for Windows Ver.7.0 SR3 BOM 7.0  

BOM Report オプション Ver.7.0 SR3 Report オプション 

 

使用方法  

本ドキュメントには、BOM Report オプションを使用する際に必要となる詳細な情報が記載されています。 

本ドキュメントを使用するには、Microsoft Windows オペレーティングシステムについての実際的な知識と、BOM 7.0 の基本的な知識が必

要です。 

 

表記規則  

本ドキュメントでは、以下の表記規則を使用しています。 

表記 説明 

‘参照先’ シングルクォート内（‘と’）は本マニュアル内、あるいは別のマニュアルの参照を示します。 

[ボタン] 角括弧内（[と]）はボタン名を示します。 

<キー> 山括弧（不等号記号）内（<と>）はキーボード入力を示します。 
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第1章 Report オプション デザインファイル仕様について 

1 .1  Report オプションのデザインについて 

本ドキュメントでは、各種レポートで使用するデザインファイルについて詳細を明記しています。 

レポートデータベース設定ウィザードを使用し、レポート用データベースを構築する際に必要となる情報も含まれています。 

出力したいレポートに合わせ、各ページの詳細部分を確認してください。 

1 .2  Report オプションのファイルサイズについて  

出力された各種レポートのファイルサイズは PDF 出力で約 250KB/枚です。Excel 出力で約 10KB/枚です。 

1 .3  グラフのしきい値の表示について  

各種レポートで出力されたグラフ表示の中のしきい値表示は監視結果取得時のしきい値です。監視設定を変更し、しきい値を変更する

としきい値のグラフに反映されます。また、監視結果がない場合にはしきい値は表示されません。 

1 .4  各種レポートで出力される表形式の値とグラフの値について  

表における最大値、最小値、平均値などは、各監視項目の指定された間隔で取得した値で更新されます。グラフにおける値は、その値

を平衡化（サンプリング）してレポートデータベースに連続的に格納していきます。 

この違いにより、表における値とグラフから読み取れる値が異なる場合があります。 

例として、詳細グラフ情報の表において、ある項目の最大値★が 100 と出力され、その表の下にある棒グラフから読取れる最大値は 40

程度という場合があります。 

1 .5  Linux インスタンスのレポート出力について 

帳票名“505_ハードウェア情報”（‘2 .20 ハードウェア情報（Linux）’）の出力には、以下の要件を満たす必要があります。 

 Red Hat Enterprise Linux 6.x： 

「haldaemon」を起動する、もしくは「lshw」および「perl-JSON」のパッケージを導入すること。 

 Red Hat Enterprise Linux 7.x： 

「OpenLMI（tog-pegasus,openlmi-tools パッケージ）」、もしくは「lshw」および「perl-JSON」のパッケージを導入すること。 

（参考情報） 

2020 年 4 月 10 日現在、レッドハット社の以下のサイトに OpenLMI のインストールに関する情報が掲載されています。 

“22.2 OPENLMI のインストール” 

https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_enterprise_linux/7/html/system_administrat

ors_guide/sect-openlmi-install 

 Red Hat Enterprise Linux 8.x： 

「lshw」および「perl-JSON」のパッケージを導入すること。 

 

https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_enterprise_linux/7/html/system_administrators_guide/sect-openlmi-install
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_enterprise_linux/7/html/system_administrators_guide/sect-openlmi-install
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第2章 各種レポートデザインの仕様 

各レポートについて、画面説明やテーブル説明等をご案内いたします。 

2 .1  サーバー診断レポート（Windows）  

監視コンピューターの稼働状況を簡単にまとめたサマリーレポートです。 
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2 .1 .1  各項目について 

No 説明 

1 レポート対象のサーバー名を表示します。 

2 レポートの出力対象期間を表示します。 

3 コンピューターリソースの診断結果、ネットワークトラフィック診断結果および、Ping応答時間の診断結果を合わせたコンピュー

ター総合評価をそれぞれの診断結果を基にコメントを自動生成します。また、総合評価に合致したアイコンを表示します。 

4 コンピューターリソースの診断結果を表示します。 

ステータスは、監視コンピューター上の監視項目から情報を取得し、判定基準に沿って決定します。 

5 コンピューターリソースの診断結果を元にコメントを自動生成します。 

6 コンピューターリソースの診断結果をチャートにまとめて表示します。 

7 ネットワークトラフィックの診断結果を表示します。 

ステータスは、監視コンピューター上の監視項目から情報を取得し、判定基準に沿って決定します。 

8 ネットワークトラフィックの診断結果を元にコメントを自動生成します。 

9 Ping 監視の監視先を表示します。 

10 Ping 監視の診断結果を表示します。 

ステータスは、監視コンピューター上の監視項目から情報を取得し、判定基準に沿って決定します。 

11 Ping 監視の応答時間・パケットロスについてグラフ表示します。 

12 Ping 応答時間・パケットロスの診断結果を元にコメントを自動生成します。 

13 システムログ及び、アプリケーションログの集計値を一覧で表示します。 

なお、本項目についてはサーバー診断レポートの評価対象ではありません。 
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2 .1 .2  レポートデータベース出力時に使用するテーブル名一覧 

※ レポートデータベース設定ウィザードで指定する際に使用する一覧表です。 

 

監視テンプレート名：Windows サーバー診断レポート V3 レポート用 

            Windows サーバー診断レポート V2 レポート用は、V3 用の Ping 監視「パケットロス」がありません 

監視グループ名 監視項目名 出力テーブル名 

Windows レポート向け監視項目 プロセッサ監視 CpuPTime 

メモリ監視 MemABytes 

仮想メモリ監視 PerfMemCBytesInUse 

ディスクアクセス監視 DStreDTime 

C ドライブディスク容量監視 DiskFreeSpace 

D ドライブディスク容量監視 DiskFreeSpace 

E ドライブディスク容量監視 DiskFreeSpace 

F ドライブディスク容量監視 DiskFreeSpace 

G ドライブディスク容量監視 DiskFreeSpace 

プロセス詳細情報収集 AllProc 

プロセス詳細情報収集 (x64) AllProc 

NIC1 ネットワーク帯域使用率監視 NetworkUtilization 

NIC1 ネットワーク受信バイト率 未使用 

NIC1 ネットワーク送信バイト率 未使用 

NIC1 ネットワーク受信エラー発生回数 PerfNICPacketRcvErr 

NIC1 ネットワーク送信エラー発生回数 PerfNICPacketOutbErr 

NIC2 ネットワーク帯域使用率監視 NetworkUtilization 

NIC2 ネットワーク受信バイト率 未使用 

NIC2 ネットワーク送信バイト率 未使用 

NIC2 ネットワーク受信エラー発生回数 PerfNICPacketRcvErr 

NIC2 ネットワーク送信エラー発生回数 PerfNICPacketOutbErr 

ログ監視 システムログ監視 Evtlog 

アプリケーションログ監視 Evtlog 

PING 監視 IP アドレスまたは機器名称 1 応答時間 PingResponse 

IP アドレスまたは機器名称 2 応答時間 PingResponse 

IP アドレスまたは機器名称 3 応答時間 PingResponse 

IP アドレスまたは機器名称 4 応答時間 PingResponse 

IP アドレスまたは機器名称 5 応答時間 PingResponse 
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PING 監視 IP アドレスまたは機器名称 1 パケットロス Packetloss 

IP アドレスまたは機器名称 2 パケットロス Packetloss 

IP アドレスまたは機器名称 3 パケットロス Packetloss 

IP アドレスまたは機器名称 4 パケットロス Packetloss 

IP アドレスまたは機器名称 5 パケットロス Packetloss 

 

監視テンプレート名：セキュリティログレポート用 

監視グループ名 監視項目名 出力テーブル名 

セキュリティログレポート用 セキュリティログ監視 Evtlog 

 

監視テンプレート以外の項目について 

監視項目名 出力テーブル名 

サービス監視 Service 

ポート監視 Port 

※ サービス監視、ポート監視を詳細グラフで表示するには、BOM7.0 レポートデータベース設定ウィザードにより追加の設定が必要

です。追加の設定方法は‘BOMW7.0-Report オプションユーザーズマニュアル’を参照ください。 

すでに BOM7.0 レポートデータベースの設定を一度行い、追加で上記項目のレポート出力する場合には、BOM レポートデータベース

の再作成が必要です。レポートデータベースの削除、レポートデータベースの作成の詳細については‘BOMW7.0-Reportオプションユー

ザーズマニュアル’を参照ください。BOM レポートデータベースを再作成しても元データであるアーカイブサーバーのデータが削除されるこ

とはありません。 

2 .1 .3  サマリー情報の診断結果 

サーバー診断レポートの診断結果は、平均値と最大値を考慮して設定します。 

 

 診断結果 

サーバー診断レポートで表示される診断結果およびアイコンは、以下の値で設定しております。 

診断項目名 正常（余力あり） 正常 注意 高負荷 

CPU 負荷状況 平均 25%未満 平均 50%未満 平均 75%未満 平均 75%以上 

メモリ使用状況 平均 25%未満 平均 50%未満 平均 75%未満 平均 75%以上 

仮想メモリ使用状況 平均 25%未満 平均 50%未満 平均 75%未満 平均 75%以上 

ハードディスク アクセス状況 平均 25%未満 平均 50%未満 平均 75%未満 平均 75%以上 

ハードディスク 使用率 平均 25%未満 平均 50%未満 平均 75%未満 平均 75%以上 

帯域状況 平均 25%未満 平均 50%未満 平均 75%未満 平均 75%以上 

IN/OUT 損失発生回数 － 0 件/日 1 件/日未満 1 件/日以上 

応答時間 平均 90ms 未満 － 平均 90ms 以上 平均 100ms 以上 

パケットロス 最大 1%未満 － － 最大 1%以上 
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 コメント 

サーバー診断レポートのコメントは、診断結果を元に、最大値の情報を加味して設定しております。 

なお、以下の表で“（平均値）”、“（日時）”、“（最大値）”、“（ドライブ名）”、“（NIC 名）”と表記している箇所には、実際の監視コン

ピューターの情報が入ります。 

CPU 負荷状況 

 診断結果 最大値 コメント 

 

 

正常 

（余力あり） 

50%未満 CPU 使用率は平均（平均値）であり、最大値も（日時）に（最大値）であり問題ありません。 

 
75%未満 

CPU 使用率は平均（平均値）です。最大値は（日時）に（最大値）であり、この時間に負荷

のかかるタスクが動作していると考えられます。 

 
75%以上 

CPU 使用率は平均（平均値）です。最大値は（日時）に（最大値）であり、この時間に負荷

のかかるタスクが動作していると考えられます。 

 

 

正常 

50%未満 
CPU 使用率は平均（平均値）であり、最大値も（日時）に（最大値）です。今後タスクの追

加等を行われる場合は、ご注意ください。 

 
75%未満 

CPU 使用率は平均（平均値）であり、最大値も（日時）に（最大値）です。今後タスクの追

加等を行われる場合は、ご注意ください。 

 
75%以上 

CPU 使用率は平均（平均値）であり、最大値も（日時）に（最大値）です。今後タスクの追

加等を行われる場合は、ご注意ください。 

 

 

注意 

75%未満 
CPU 使用率は平均（平均値）であり、最大値も（日時）に（最大値）です。可能であれば

CPU の追加をお勧めします。 

 
75%以上 

CPU 使用率は平均（平均値）であり、最大値も（日時）に（最大値）です。可能であれば

CPU の追加をお勧めします。 

  

高負荷 
75%以上 

CPU使用率は平均（平均値）であり、最大値も（日時）に（最大値）です。早急な上位機種

へのアップグレードをお勧めします。 

 

メモリ使用状況 

 診断結果 最大値 コメント 

  

正常 

（余力あり） 

－ 

物理メモリ使用量は平均（平均値）であり、十分に余裕があり、特に問題ありません。 

  

正常 
－ 

物理メモリ使用量は平均（平均値）であり、良好な状態です。 

  

注意 
－ 

物理メモリ使用量は平均（平均値）であり、タスクの追加等は控えられることをお勧めします。 

  

高負荷 
－ 

物理メモリ使用量は平均（平均値）であり、物理メモリの増設をお勧めします。 
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仮想メモリ使用状況 

 診断結果 最大値 コメント 

  

正常 

（余力あり） 

－ 

仮想メモリ使用量は平均（平均値）であり、十分に余裕があり、特に問題ありません。 

  

正常 
－ 

仮想メモリ使用量は平均（平均値）であり、良好な状態です。 

  

注意 
－ 

仮想メモリ使用量は平均（平均値）であり、タスクの追加等は控えられることをお勧めします。 

  

高負荷 
－ 

仮想メモリ使用量は平均（平均値）であり、物理メモリの増設をお勧めします。 

 

ハードディスク アクセス状況 

 診断結果 最大値 コメント 

 

 

正常 

（余力あり） 

50%未満 
ハードディスクアクセス率は平均（平均値）であり、最大値も（日時）に（最大値）であり問題

ありません。 

 
75%未満 

ハードディスクアクセス率は平均（平均値）です。最大値は（日時）に（最大値）であり、この時

間に負荷のかかるタスクが動作していると考えられます。 

 
75%以上 

ハードディスクアクセス率は平均（平均値）です。最大値は（日時）に（最大値）であり、この時

間に負荷のかかるタスクが動作していると考えられます。 

 

 

正常 

50%未満 
ハードディスクアクセス率は平均（平均値）であり、最大値も（日時）に（最大値）です。今後

タスクの追加等を行われる場合は、ご注意ください。 

 
75%未満 

ハードディスクアクセス率は平均（平均値）であり、最大値も（日時）に（最大値）です。今後

タスクの追加等を行われる場合は、ご注意ください。 

 
75%以上 

ハードディスクアクセス率は平均（平均値）であり、最大値も（日時）に（最大値）です。今後

タスクの追加等を行われる場合は、ご注意ください。 

 

 

注意 

75%未満 
ハードディスクアクセス率は平均（平均値）であり、最大値も（日時）に（最大値）です。物理

メモリの増設をお勧めします。 

 
75%以上 

ハードディスクアクセス率は平均（平均値）であり、最大値も（日時）に（最大値）です。物理

メモリの増設をお勧めします。 

  

高負荷 
75%以上 

ハードディスクアクセス率は平均（平均値）であり、最大値も（日時）に（最大値）です。物理

メモリの増設をお勧めします。 
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ハードディスク 使用率 

 診断結果 最大値 コメント 

  

正常 

（余力あり） 

－ 

ハードディスク使用量(（ドライブ名）)は平均（平均値）であり、十分に余裕があり、特に問題

ありません。 

  

正常 
－ 

ハードディスク使用量(（ドライブ名）)は平均（平均値）であり、良好な状態です。 

 
 

注意 
－ 

ハードディスク使用量(（ドライブ名）)は平均（平均値）であり、不要なファイルがあれば、削除

等の、情報の整理をお勧めします。アプリケーションの追加等を行われる場合はご注意くださ

い。 

  

高負荷 
－ 

ハードディスク使用量(（ドライブ名）)は平均（平均値）であり、ハードディスクを増設し、ファイ

ルの移動をお勧めします。 

 

帯域状況 

 診断結果 最大値 コメント 

 

 

正常 

（余力あり） 

50%未満 
帯域状況(（NIC 名）)は平均（平均値）であり、最大値も（日時）に（最大値）であり十分に

余裕があり、特に問題ありません。 

 
75%未満 

帯域状況(（NIC 名）)は平均（平均値）です。最大値は（日時）に（最大値）であり、この時

間に負荷のかかっています。大容量のファイルの転送等行っていないか確認して下さい。 

 
75%以上 

帯域状況(（NIC 名）)は平均（平均値）です。最大値は（日時）に（最大値）であり、この時

間に負荷のかかっています。大容量のファイルの転送等行っていないか確認して下さい。 

 

 

正常 

50%未満 
帯域状況(（NIC 名）)は平均（平均値）です。最大値は（日時）に（最大値）であり、良好な

状態です。 

 
75%未満 

帯域状況(（NIC 名）)は平均（平均値）です。最大値は（日時）に（最大値）であり、この時

間に負荷のかかっています。大容量のファイルの転送等行っていないか確認して下さい。 

 
75%以上 

帯域状況(（NIC 名）)は平均（平均値）です。最大値は（日時）に（最大値）であり、この時

間に負荷のかかっています。大容量のファイルの転送等行っていないか確認して下さい。 

 

 

注意 

75%未満 
帯域状況(（NIC 名）)は平均（平均値）です。最大値は（日時）に（最大値）です。ネットワー

クの物理構成や、回線帯域幅の見直しをお勧めします。 

 
75%以上 

帯域状況(（NIC 名）)は平均（平均値）です。最大値は（日時）に（最大値）です。ネットワー

クの物理構成や、回線帯域幅の見直しをお勧めします。 

 
 

高負荷 
75%以上 

帯域状況(（NIC 名）)は平均（平均値）です。最大値は（日時）に（最大値）です。ブロード

キャストストーム等のトラブル発生や、ウィルスによる不要トラフィックの発生が疑われます。詳

細な調査をお勧めします。 
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損失発生回数（IN/OUT） 

 診断結果 最大値 コメント 

  

正常 

（余力あり） 

－ － 

  

正常 
－ － 

  

注意 
－ 

（NIC 名）でパケット損失が発生しています。問題のないレベルですが、念のため調査をお勧

めします。 

  

高負荷 
－ 

（NIC 名）でパケット損失が（平均値）です。ハードウェアの調査が必要です。 

 

Ping 

 診断結果 最大値 コメント 

  

正常 

（余力あり） 

90ms 未満 

（監視先）との応答時間に問題はありません。 

  

注意 
100ms 未満 

（監視先）との疎通に遅延が発生しています。問題のないレベルですが、念のため調査をお

勧めします。 

  

高負荷 
100ms 以上 

（監視先）との疎通に遅延が発生しています。ハードウェアおよびネットワーク機器の調査が

必要です。 

 

パケットロス 

 診断結果 最大値 コメント 

  

正常 

（余力あり） 

1%未満 － 

  

高負荷 
1%以上 

（監視先）でパケット損失が発生しています。ネットワークや関連機器の動作もしくは相手先

を確認して下さい。 
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2 .2  過去比較情報（Windows）  

出力期間を元に、前回・前々回とのサマリー情報を比較するためのレポートです。 

 

2 

3 

1 
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4 

5 
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2 .2 .1  各項目について 

No 説明 

1 BOM7.0 レポート出力ウィザードで指定した出力期間の開始月を表示します。 

2 コンピューターリソースの診断結果を、今回、前回、前々回の 3 回分を表示します。 

診断結果自体は、サーバー診断レポートで集計した情報を使用します。 

3 コンピューターリソースの診断結果過去比較をグラフにまとめて表示します。 

※サンプリング期間毎に監視データの平均値を算出している為、最大値、最小値などが必ずしもグラフ上に表示されるわけ

ではありません。 

※グラフの表示スケール上限は 100%ですが、監視結果が 100%を超えることがあります。 

  これは Microsoft 社の仕様であり BOM の不具合ではありません。 

4 ネットワークトラフィックの診断結果を、今回、前回、前々回の 3 回分を表示します。 

診断結果自体は、サーバー診断レポートで集計した情報を使用します。 

5 ネットワークトラフィックの診断結果過去比較をグラフにまとめて表示します。 

 

2 .2 .2  レポートデータベース出力時に使用するテーブル名一覧 

‘2 .1 .2 レポートデータベース出力時に使用するテーブル名一覧’を参照してください。 
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2 .3  詳細グラフ情報（Windows）  

各監視項目の稼働状況をグラフにまとめたレポートです。インスタンス上の監視項目をグラフにして表示します。 

 

4 

1 2 3 

5 
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2 .3 .1  各項目について 

No 説明 

1 監視項目名を表示します。 

2 監視項目で設定している単位を表示します。 

3 監視項目で取得したデータのサンプリング期間を表示します。 

4 監視項目で取得したデータの統計情報を表示します。 

5 監視項目で取得したデータをグラフで表示します。 

※サンプリング期間毎に監視データの平均値を算出している為、最大値、最小値などが必ずしもグラフ上に表示されるわけ

ではありません。 

※ディスクアクセス監視の表示スケール上限は 100%ですが、監視結果が 100%を超えることがあります。 

  これは Microsoft 社の仕様であり BOM の不具合ではありません。 

 

2 .3 .2  レポートデータベース出力時に使用するテーブル名一覧 

‘2 .1 .2 レポートデータベース出力時に使用するテーブル名一覧’を参照してください。 

2 .3 .3  特定の監視項目における値について 

特定の監視項目では、監視結果をグラフ化するために固定値を使用しています。 

監視項目 値 値の意味 

サービス監視 1 停止 

2 開始中 

3 停止中 

4 開始 

5 再開中 

6 一時停止中 

7 一時停止 

ポート監視 1 ポートは閉鎖状態 

4 ポートは解放状態 
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2 .4  システム基本情報（Windows）  

監視コンピューターの OS 名など、システムの基本情報をまとめたレポートです。 
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2 .4 .1  各項目について 

項目名 説明 

コンピューター名 監視コンピューターのコンピューター名を表示します。 

OS 名 監視コンピューターの OS 名を表示します。 

バージョン 監視コンピューターのサービスパックのバージョンを表示します。 

OS インストール日時 監視コンピューターの OS を導入した日時を表示します。 

OS プロダクト ID 監視コンピューターの OS プロダクト ID を表示します。 

システム製造元 監視コンピューターのシステム（ハードウェア）製造元を表示します。 

システムモデル 監視コンピューターのシステム（ハードウェア）名を表示します。 

システムの種類 監視コンピューターのシステム（ハードウェア）の種類を表示します。 

シリアル番号 監視コンピューターに登録されている OS のシリアル番号を表示します。 

プロセッサ 監視コンピューターに搭載されているプロセッサの種類を表示します。 

組織名 監視コンピューターに登録されている組織名を表示します。 

利用者 監視コンピューターに登録されている利用者名を表示します。 

物理メモリ容量 監視コンピューターに搭載されている物理メモリの容量を表示します。 

仮想メモリ容量 監視コンピューターに設定されている仮想メモリの容量を表示します。 

ハードディスク容量 監視コンピューターに設定されているハードディスクのドライブ名、容量を表示します。 

※ それぞれの項目は、情報の取得に失敗した場合は表示されません。 

2 .4 .2  レポートデータベース出力時に使用するテーブル名一覧 

‘2 .1 .2 レポートデータベース出力時に使用するテーブル名一覧’を参照してください。 
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2 .5  ハードウェア情報（Windows）  

監視コンピューターに搭載されているハードウェアを一覧にまとめたレポートです。 

 

1 
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2 .5 .1  各項目について 

No 説明 

1 監視コンピューターに搭載されているハードウェアを一覧に表示します。 

出力期間内に、追加または削除されたハードウェアは背景色を変更して表示します。 

追加された場合の背景色：黄色 

削除された場合の背景色：グレー 

 

2 .5 .2  レポートデータベース出力時に使用するテーブル名一覧 

‘2 .1 .2 レポートデータベース出力時に使用するテーブル名一覧’を参照してください。 
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2 .6  ソフトウェア情報（Windows）  

監視コンピューターに導入されているソフトウェアを一覧にとまとめたレポートです。 

一覧に出力される条件は監視コンピューターの OS 上で管理されているアプリケーションのみレポートされます。 

 

1 
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2 .6 .1  各項目について 

No 説明 

1 監視コンピューターに搭載されているソフトウェアを一覧に表示します。 

出力期間内に、追加または削除されたソフトウェアは背景色を変更して表示します。 

追加された場合の背景色：黄色 

削除された場合の背景色：グレー 

 

2 .6 .2  レポートデータベース出力時に使用するテーブル名一覧 

‘2 .1 .2 レポートデータベース出力時に使用するテーブル名一覧’を参照してください。 
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2 .7  ハードウェア・ソフトウェア差分情報（Windows）  

“ハードウェア情報”レポートおよび、“ソフトウェア情報”レポートから、前回との差分だけ抽出したレポートです。 

前回と比較して、追加または削除された内容のみを表示します。前回との差分がない場合には出力されません。 
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2 .8  プロセス詳細情報（Windows）  

監視コンピューターで動作するプロセスのリソース使用状況をまとめたレポートです。 

1 ページ目はプロセスのリソース使用状況をグラフで、2 ページ目は特にリソースの使用率が高い日時を表にレポートします。 

 

1 ページ目 

 

1 

2 

3 

4 
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2 ページ目 

 

5 
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2 .8 .1  各項目について 

No 説明 

1 監視コンピューターで動作するプロセスのうち、全プロセスの CPU 使用率を上位５種とその他（*Other）に分けてグラフにて示

します（Idle は含みません）。 

2 監視コンピューターで動作するプロセスのうち、全プロセスのメモリ使用量を上位５種とその他に分けてグラフにて示します。 

3 監視コンピューターで動作するプロセスのうち、全プロセスの I/O データ量を上位５種とその他に分けてグラフにて示します。 

4 監視コンピューターのネットワーク使用率をグラフで表示します。 

5 出力期間内で、特にリソース使用率が高い日時を上位から 10 抽出し、プロセス名と利用状況を一覧で表示します。 

 

2 .8 .2  レポートデータベース出力時に使用するテーブル名一覧 

‘2 .1 .2 レポートデータベース出力時に使用するテーブル名一覧’を参照してください。 
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2 .9  ディスククォータ情報（Windows）  

監視コンピューターのディスククォータ情報をまとめたレポートです。 

 

1 

2 
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2 .9 .1  各項目について 

No 説明 

1 ドメイン内でのクォータ割当容量に対する使用容量をもとにクォータ使用率を算出して表示します。 

2 各ユーザーのクォータ割当容量に対する使用容量をもとにクォータ使用率を算出して表示します。 

 

2 .9 .2  レポートデータベース出力時に使用するテーブル名一覧 

‘2 .1 .2 レポートデータベース出力時に使用するテーブル名一覧’を参照してください。 
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2 .10  アプリケーションログ情報（Windows）  

監視コンピューターのイベントログ監視（アプリケーション）の結果を簡単にまとめたサマリーレポートです。 

 

1 

2 
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2 .10 .1  各項目について 

No 説明 

1 メッセージの種類毎に件数を報告します。 

2 メッセージの種類が“重大”、“エラー”、または“失敗の監査”であれば、同一のイベントソース、イベント ID について件数を集 

計し、集計した同類のメッセージ毎に表示します。 

 

2 .10 .2  レポートデータベース出力時に使用するテーブル名一覧 

‘2 .1 .2 レポートデータベース出力時に使用するテーブル名一覧’を参照してください。 
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2 .11  システムログ情報（Windows）  

監視コンピューターのイベントログ監視（システム）の結果を簡単にまとめたサマリーレポートです。 

 

1 

2 
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2 .11 .1  各項目について 

No 説明 

1 メッセージの種類毎に件数を報告します。 

2 メッセージの種類が“重大”、“エラー”、または“失敗の監査”であれば、同一のイベントソース、イベント ID について件数を集 

計し、集計した同類のメッセージ毎に表示します。 

 

2 .11 .2  レポートデータベース出力時に使用するテーブル名一覧 

‘2 .1 .2 レポートデータベース出力時に使用するテーブル名一覧’を参照してください。 
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2 .12  セキュリティログ情報（Windows）  

監視コンピューターのイベントログ監視（セキュリティ）の結果を簡単にまとめたサマリーレポートです。 

 

1 

2 
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2 .12 .1  各項目について 

No 説明 

1 メッセージの種類毎に件数を報告します。 

2 メッセージの種類が“重大”、“エラー”、または“失敗の監査”であれば、同一のイベントソース、イベント ID について件数を集 

計し、集計した同類のメッセージ毎に表示します。 

 

2 .12 .2  レポートデータベース出力時に使用するテーブル名一覧 

‘2 .1 .2 レポートデータベース出力時に使用するテーブル名一覧’を参照してください。 
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2 .13  セキュリティログ詳細（Windows）  

監視コンピューターのセキュリティログ監視の結果をまとめたレポートです。 

セキュリティログを“ログオン・ログオフ”、“ファイルアクセス”、“プロセス起動・終了”、“管理者操作”、“その他”の項目に分類し、それぞ

れの分類毎にログを集計後、同類メッセージ毎に表示します。 

 

1 

2 

3 

4 

5 
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2 .13 .1  各項目について 

No 説明 

1 ログオン・ログオフ関連のセキュリティログを集計して表示します。 

2 ファイルアクセス関連のセキュリティログを集計して表示します。 

3 プロセス起動・終了関連のセキュリティログを集計して表示します。 

4 管理者操作関連のセキュリティログを集計して表示します。 

5 “ログオン・ログオフ”、“ファイルアクセス”、“プロセス起動・終了”、“管理者操作”に該当しないセキュリティログを集計して表

示します。 

 

2 .13 .2  レポートデータベース出力時に使用するテーブル名一覧 

‘2 .1 .2 レポートデータベース出力時に使用するテーブル名一覧’を参照してください。 
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2 .14  Arcserve UDP v6 ログリスト 

 

 

1 2 

4 

3 
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2 .14 .1  各項目について 

No 説明 

1 レポート対象の監視インスタンス名を表示します。 

2 レポートの出力対象期間を表示します。 

3 Arcserve UDP の検知したログ集計値を一覧で表示します。 

4 Arcserve UDP の検知したログ詳細を一覧で表示します。 

 

 

2 .14 .2  レポートデータベース出力時に使用するテーブル名一覧 

※ レポートデータベース設定ウィザードで指定する際に使用する一覧表です。 

 

監視テンプレート名：Arcserve UDPv6 ログ取得レポート用 

監視グループ名 監視項目名 出力テーブル名 

Arcserve UDPv6 ログ取得 Arcserve UDP アプリケーションログ監視 Evtlog 
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2 .15  Hyper-V レポート 

 

1 2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 
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9 

10 

12 

11 

14 

13 
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2 .15 .1  各項目について 

No 説明 

1 レポート対象の監視インスタンス名を表示します。 

2 レポートの出力対象期間を表示します。 

3 Hyper-V Virtual Machine Health Summary -> Health Critical 監視及び、Hyper-V Virtual Machine Health 

Summary -> Health Ok 監視で取得したデータの最大値、最小値、平均値を表示します。 

4 Hyper-V Virtual Machine Health Summary -> Health Critical 監視及び、Hyper-V Virtual Machine Health 

Summary -> Health Ok 監視で取得したデータをグラフ表示します。 

5 Hyper-V Hypervisor Logical Processor -> % Total Run Time 監視で取得したデータの最大値、最小値、平均値を表

示します。 

6 Hyper-V Hypervisor Logical Processor -> % Total Run Time 監視で取得したデータをグラフ表示します。 

7 仮想メモリ監視で取得したデータの最大値、最小値、平均値を表示します。 

8 仮想メモリ監視で取得したデータをグラフ表示します。 

9 ディスク処理待ち行列長監視で取得したデータの最大値、最小値、平均値を表示します。 

10 ディスク処理待ち行列長監視で取得したデータをグラフ表示します。 

11 NIC1 ネットワーク受信バイト率監視で取得したデータの最大値、最小値、平均値および 

NIC1 ネットワーク受信エラー発生回数監視で取得したエラー発生回数を表示します。 

12 NIC1 ネットワーク受信バイト率監視で取得したデータをグラフ表示します。 

13 NIC1 ネットワーク送信バイト率監視で取得したデータの最大値、最小値、平均値および 

NIC1 ネットワーク送信エラー発生回数監視で取得したエラー発生回数を表示します。 

14 NIC1 ネットワーク送信バイト率監視で取得したデータをグラフ表示します。 
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2 .15 .2  レポートデータベース出力時に使用するテーブル名一覧 

※ レポートデータベース設定ウィザードで指定する際に使用する一覧表です。 

 

監視テンプレート名：Hyper-V レポート用 

監視グループ名 監視項目名 出力テーブル名 

Hyper-V 2012 R2 Overall health Hyper-V Virtual Machine Health Summary 

-> Health Critical 監視 

HPVHealthCritical 

Hyper-V Virtual Machine Health Summary 

-> Health Ok 監視 

HPVHealthOK 

Hyper-V 2012 R2 Processor Hyper-V Hypervisor Logical Processor 

-> % Total Run Time 監視 

HPVLogicalProcessor 

Hyper-V 2012 R2 Resources 仮想メモリ監視 PerfMemCBytesInUse 

ディスク処理待ち行列長監視 PerfPDiskCurDiskQueLength 

NIC1 ネットワーク受信バイト率 PerfNICBytesReceived 

NIC1 ネットワーク受信エラー発生回数 PerfNICPacketRcvErr 

NIC1 ネットワーク送信バイト率 PerfNICBytesSent 

NIC1 ネットワーク送信エラー発生回数 PerfNICPacketOutbErr 

NIC2 ネットワーク受信バイト率 PerfNICBytesReceived 

NIC2 ネットワーク受信エラー発生回数 PerfNICPacketRcvErr 

NIC2 ネットワーク送信バイト率 PerfNICBytesSent 

NIC2 ネットワーク送信エラー発生回数 PerfNICPacketOutbErr 
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2 .16  サーバー診断レポート（Linux）  

監視コンピューターの稼働状況を簡単にまとめたサマリーレポートです。 

 

 

 

1 2 

3 

5 

4 
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8 
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 44 

2 .16 .1  各項目について 

No 説明 

1 レポート対象のサーバー名を表示します。 

2 レポートの出力対象期間を表示します。 

3 コンピューターリソースの診断結果、ネットワークトラフィック診断結果を合わせたコンピューター総合評価をそれぞれの診断結

果を基にコメントを自動生成します。また、総合評価に合致したアイコンを表示します。 

4 コンピューターリソースの診断結果を表示します。 

ステータスは、監視コンピューター上の監視項目から情報を取得し、判定基準に沿って決定します。 

5 コンピューターリソースの診断結果を元にコメントを自動生成します。 

6 コンピューターリソースの診断結果をチャートにまとめて表示します。 

7 ネットワークトラフィックの診断結果を表示します。 

ステータスは、監視コンピューター上の監視項目から情報を取得し、判定基準に沿って決定します。 

8 ネットワークトラフィックの診断結果を元にコメントを自動生成します。 
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2 .16 .2  レポートデータベース出力時に使用するテーブル名一覧 

※ レポートデータベース設定ウィザードで指定する際に使用する一覧表です。 

 

監視テンプレート名：Linux サーバー診断レポート V2 レポート用 

監視グループ名 監視項目名 出力テーブル名 

Linux レポート向け監視項目 Linux Idle 監視 Linux_Idle 

Linux LoadAverage 監視 Linux_LoadAvg 

Linux メモリ監視 Linux_MemABytes 

Linux スワップメモリ監視 Linux_SwapPageAccount 

Linux ディスクアクセス監視 Linux_IORequest 

Linux hda1 ディスク容量監視 Linux_DiskFreeSpace 

Linux hda2 ディスク容量監視 Linux_DiskFreeSpace 

Linux sda1 ディスク容量監視 Linux_DiskFreeSpace 

Linux sda2 ディスク容量監視 Linux_DiskFreeSpace 

Linux VolGroup00-LogVol00 ディスク容量監視 Linux_DiskFreeSpace 

Linux NIC1 ネットワーク送信総バイト数監視 Linux_PerfNICBytesSent 

Linux NIC1 ネットワーク受信総バイト数監視 Linux_PerfNICBytesReceived 

Linux NIC1 ネットワーク送信エラー発生回数 Linux_PerfNICPacketOutbErr 

Linux NIC1 ネットワーク受信エラー発生回数 Linux_PerfNICPacketRcvErr 

Linux NIC2 ネットワーク送信総バイト数監視 Linux_PerfNICBytesSent 

Linux NIC2 ネットワーク受信総バイト数監視 Linux_PerfNICBytesReceived 

Linux NIC2 ネットワーク送信エラー発生回数 Linux_PerfNICPacketOutbErr 

Linux NIC2 ネットワーク受信エラー発生回数 Linux_PerfNICPacketRcvErr 

/var/log/messages ログ要注意キーワード監視 Linux_Evtlog 

/var/log/secure ログ要注意キーワード監視 Linux_Evtlog 
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2 .16 .3  サマリー情報の診断結果 

サーバー診断レポートの診断結果は、平均値と最大値を考慮して設定します。 

 

 診断結果 

サーバー診断レポートで表示される診断結果およびアイコンは、以下の値で設定しております。 

診断項目名 正常（余力あり） 正常 注意 高負荷 

CPU 負荷状況 平均 25%未満 平均 50%未満 平均 75%未満 平均 75%以上 

メモリ使用状況 平均 25%未満 平均 50%未満 平均 75%未満 平均 75%以上 

スワップ使用状況 平均 25%未満 平均 50%未満 平均 75%未満 平均 75%以上 

ハードディスク 使用率 平均 25%未満 平均 50%未満 平均 75%未満 平均 75%以上 

受信/送信量 平均 250Mbps 未満 平均 500Mbps未満 平均 750Mbps未満 平均 750Mbps以上 

IN/OUT 損失発生回数 － 0 件/日 1 件/日未満 1 件/日以上 
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 コメント 

サーバー診断レポートのコメントは、診断結果を元に、最大値の情報を加味して設定しております。 

なお、以下の表で“（平均値）”、“（日時）”、“（最大値）”、“（ドライブ名）”、“（NIC 名）”と表記している箇所には、実際の監視コン

ピューターの情報が入ります。 

CPU 負荷状況 

 診断結果 最大値 コメント 

 

 

正常 

（余力あり） 

最大 50%未満 CPU 使用率は平均（平均値）であり、最大値も（日時）に（最大値）であり問題ありません。 

 
最大 75%未満 

CPU 使用率は平均（平均値）です。最大値は（日時）に（最大値）であり、この時間に負荷

のかかるタスクが動作していると考えられます。 

 
最大 75%以上 

CPU 使用率は平均（平均値）です。最大値は（日時）に（最大値）であり、この時間に負荷

のかかるタスクが動作していると考えられます。 

 

 

正常 

最大 50%未満 
CPU 使用率は平均（平均値）であり、最大値も（日時）に（最大値）です。今後タスクの追

加等を行われる場合は、ご注意ください。 

 
最大 75%未満 

CPU 使用率は平均（平均値）であり、最大値も（日時）に（最大値）です。今後タスクの追

加等を行われる場合は、ご注意ください。 

 
最大 75%以上 

CPU 使用率は平均（平均値）であり、最大値も（日時）に（最大値）です。今後タスクの追

加等を行われる場合は、ご注意ください。 

 

 

注意 

最大 75%未満 
CPU 使用率は平均（平均値）であり、最大値も（日時）に（最大値）です。可能であれば

CPU の追加をお勧めします。 

 
最大 75%以上 

CPU 使用率は平均（平均値）であり、最大値も（日時）に（最大値）です。可能であれば

CPU の追加をお勧めします。 

  

高負荷 
最大 75%以上 

CPU使用率は平均（平均値）であり、最大値も（日時）に（最大値）です。早急な上位機種

へのアップグレードをお勧めします。 

 

メモリ使用状況 

 診断結果 最大値 コメント 

  

正常 

（余力あり） 

－ 

物理メモリ使用量は平均（平均値）であり、十分に余裕があり、特に問題ありません。 

  

正常 
－ 

物理メモリ使用量は平均（平均値）であり、良好な状態です。 

  

注意 
－ 

物理メモリ使用量は平均（平均値）であり、タスクの追加等は控えられることをお勧めします。 

  

高負荷 
－ 

物理メモリ使用量は平均（平均値）であり、物理メモリの増設をお勧めします。 
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スワップ使用状況 

 診断結果 最大値 コメント 

  

正常 

（余力あり） 

－ 

スワップメモリ使用量は平均（平均値）であり、十分に余裕があり、特に問題ありません。 

  

正常 
－ 

スワップメモリ使用量は平均（平均値）であり、良好な状態です。 

  

注意 
－ 

スワップメモリ使用量は平均（平均値）であり、タスクの追加等は控えられることをお勧めしま

す。 

  

高負荷 
－ 

スワップメモリ使用量は平均（平均値）であり、物理メモリの増設をお勧めします。 

 

ハードディスク 使用率 

 診断結果 最大値 コメント 

  

正常 

（余力あり） 

－ 

ハードディスク使用量(（ドライブ名）)は平均（平均値）であり、十分に余裕があり、特に問題

ありません。 

  

正常 
－ 

ハードディスク使用量(（ドライブ名）)は平均（平均値）であり、良好な状態です。 

 
 

注意 
－ 

ハードディスク使用量(（ドライブ名）)は平均（平均値）であり、不要なファイルがあれば、削除

等の、情報の整理をお勧めします。アプリケーションの追加等を行われる場合はご注意くださ

い。 

  

高負荷 
－ 

ハードディスク使用量(（ドライブ名）)は平均（平均値）であり、ハードディスクを増設し、ファイ

ルの移動をお勧めします。 
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受信/送信量 

 診断結果 最大値 コメント 

 

 

正常 

（余力あり） 

最大 500Mbps

未満 

受信/送信量(（NIC 名）)は平均（平均値）であり、最大値も（日時）に（最大値）であり十

分に余裕があり、特に問題ありません。 

 
最大 750Mbps

未満 

受信/送信量(（NIC 名）)は平均（平均値）です。最大値は（日時）に（最大値）であり、こ

の時間に負荷がかかっています。大容量のファイルの転送等行っていないか確認して下さ

い。 

 
最大 750Mbps

以上 

受信/送信量(（NIC 名）)は平均（平均値）です。最大値は（日時）に（最大値）であり、こ

の時間に負荷がかかっています。大容量のファイルの転送等行っていないか確認して下さ

い。 

 

 

正常 

最大 500Mbps

未満 

受信/送信量(（NIC 名）)は平均（平均値）です。最大値は（日時）に（最大値）であり、良

好な状態です。 

 
最大 750Mbps

未満 

受信/送信量(（NIC 名）)は平均（平均値）です。最大値は（日時）に（最大値）であり、こ

の時間に負荷がかかっています。大容量のファイルの転送等行っていないか確認して下さ

い。 

 
最大 750Mbps

以上 

受信/送信量(（NIC 名）)は平均（平均値）です。最大値は（日時）に（最大値）であり、こ

の時間に負荷がかかっています。大容量のファイルの転送等行っていないか確認して下さ

い。 

 

 

注意 

最大 750Mbps

未満 

受信/送信量(（NIC 名）)は平均（平均値）です。最大値は（日時）に（最大値）です。ネッ

トワークを利用するアプリケーションやプロセスの設定やエラー状況の確認をお勧めします。 

 最大 750Mbps

以上 

受信/送信量(（NIC 名）)は平均（平均値）です。最大値は（日時）に（最大値）です。ネッ

トワークを利用するアプリケーションやプロセスの設定やエラー状況の確認をお勧めします。 

 
 

高負荷 

最大 750Mbps

以上 

受信/送信量(（NIC 名）)は平均（平均値）です。最大値は（日時）に（最大値）です。ブ

ロードキャストストーム等のトラブル発生や、ウィルスによる不要トラフィックの発生が疑われ

ます。詳細な調査をお勧めします。 

 

損失発生回数（IN/OUT） 

 診断結果 最大値 コメント 

  

正常 

（余力あり） 

－ － 

  

正常 
－ － 

  

注意 
－ 

（NIC 名）でパケット損失が発生しています。問題のないレベルですが、念のため調査をお勧

めします。 

  

高負荷 
－ 

（NIC 名）でパケット損失が（平均値）です。ハードウェアの調査が必要です。 
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2 .17  過去比較情報（Linux）  

出力期間を元に、前回・前々回とのサマリー情報を比較するためのレポートです。 

 

2 

3 

1 
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4 

5 
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2 .17 .1  各項目について 

No 説明 

1 BOM7.0 レポート出力ウィザードで指定した出力期間の開始月を表示します。 

2 コンピューターリソースの診断結果を、今回、前回、前々回の 3 回分を表示します。 

診断結果自体は、サーバー診断レポートで集計した情報を使用します。 

3 コンピューターリソースの診断結果過去比較をグラフにまとめて表示します。 

※サンプリング期間毎に監視データの平均値を算出している為、最大値、最小値などが必ずしもグラフ上に表示されるわけ

ではありません。 

4 ネットワークトラフィックの診断結果を、今回、前回、前々回の 3 回分を表示します。 

診断結果自体は、サーバー診断レポートで集計した情報を使用します。 

5 ネットワークトラフィックの診断結果過去比較をグラフにまとめて表示します。 

 

2 .17 .2  レポートデータベース出力時に使用するテーブル名一覧 

‘2 .1 .2 レポートデータベース出力時に使用するテーブル名一覧’を参照してください。 
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2 .18  詳細グラフ情報（Linux）  

各監視項目毎に稼働状況をグラフにまとめたレポートです。インスタンス上の監視項目をグラフにして表示します。 

 

4 

1 2 3 

5 
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2 .18 .1  各項目について 

No 説明 

1 監視項目名を表示します。 

2 監視項目で設定している単位を表示します。 

3 監視項目で取得したデータのサンプリング期間を表示します。 

4 監視項目で取得したデータの統計情報を表示します。 

5 監視項目で取得したデータをグラフで表示します。 

※サンプリング期間毎に監視データの平均値を算出している為、最大値、最小値などが必ずしもグラフ上に表示されるわけ

ではありません。 

 

2 .18 .2  レポートデータベース出力時に使用するテーブル名一覧 

‘2 .1 .2 レポートデータベース出力時に使用するテーブル名一覧’を参照してください。 
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2 .19  システム基本情報（Linux）  

監視コンピューターの OS 名など、システムの基本情報をまとめたレポートです。 
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2 .19 .1  各項目について 

項目名 説明 

コンピューター名 監視コンピューターのコンピューター名を表示します。 

OS 名 監視コンピューターの OS 名を表示します。 

カーネルバージョン 監視コンピューターのカーネルバージョンを表示します。 

システム製造元 監視コンピューターのシステム（ハードウェア）製造元を表示します。 

システムモデル 監視コンピューターのシステム（ハードウェア）名を表示します。 

システムの種類 監視コンピューターのシステム（ハードウェア）の種類を表示します。 

プロセッサ 監視コンピューターに搭載されているプロセッサの種類を表示します。 

物理メモリ容量 監視コンピューターに搭載されている物理メモリの容量を表示します。 

仮想メモリ容量 監視コンピューターに設定されている仮想メモリの容量を表示します。 

ハードディスク容量 監視コンピューターに設定されているハードディスクのドライブ名、容量を表示します。 

※ それぞれの項目は、情報の取得に失敗した場合は表示されません。 

2 .19 .2  レポートデータベース出力時に使用するテーブル名一覧 

‘2 .1 .2 レポートデータベース出力時に使用するテーブル名一覧’を参照してください。 
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2 .20  ハードウェア情報（Linux）  

監視コンピューターに搭載されているハードウェアを一覧にまとめたレポートです。 

 

1 
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2 .20 .1  各項目について 

No 説明 

1 監視コンピューターに搭載されているハードウェアを一覧に表示します。 

出力期間内に、追加または削除されたハードウェアは背景色を変更して表示します。 

追加された場合の背景色：黄色 

削除された場合の背景色：グレー 

 

2 .20 .2  レポートデータベース出力時に使用するテーブル名一覧 

‘2 .1 .2 レポートデータベース出力時に使用するテーブル名一覧’を参照してください。 
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2 .21  ソフトウェア情報（Linux）  

監視コンピューターに導入されているソフトウェアを一覧にとまとめたレポートです。 

一覧に出力される条件は監視コンピューターの OS 上で管理されているアプリケーションのみレポートされます。 

 

1 
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2 .21 .1  各項目について 

No 説明 

1 監視コンピューターに搭載されているソフトウェアを一覧に表示します。 

出力期間内に、追加または削除されたソフトウェアは背景色を変更して表示します。 

追加された場合の背景色：黄色 

削除された場合の背景色：グレー 

 

2 .21 .2  レポートデータベース出力時に使用するテーブル名一覧 

‘2 .1 .2 レポートデータベース出力時に使用するテーブル名一覧’を参照してください。 
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2 .22  ハードウェア・ソフトウェア差分情報（Linux）  

“ハードウェア情報”レポートおよび、“ソフトウェア情報”レポートから、前回との差分だけ抽出したレポートです。 

前回と比較して、追加または削除された内容のみを表示します。前回との差分がない場合には出力されません。 
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2 .23  テキストログ情報（Linux）  

監視コンピューターのテキストログ監視の結果を簡単にまとめたサマリーレポートです。 

 

1 



 

 
 

 

 63 

 

2 .23 .1  各項目について 

No 説明 

1 同一のテキストログソースについて件数を集計し、集計した同類のメッセージ毎に表示します。 

 

2 .23 .2  レポートデータベース出力時に使用するテーブル名一覧 

‘2 .1 .2 レポートデータベース出力時に使用するテーブル名一覧’を参照してください。 
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2 .24  全インスタンス概要（Windows と Linux）  

レポート出力対象のコンピューターを一覧表示し、基本情報をまとめたサマリーレポートです。本レポートは BOM7.0 レポート作成ウィ

ザードで 1 インスタンス選択ごとに全インスタンス概要が表示されます。 
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2 .24 .1  各項目について 

項目名 説明 

サーバー名 監視コンピューターの監視インスタンス名を表示します。 

OS 名/バージョン 監視コンピューターの OS 名およびバージョン情報を表示します。 

CPU 監視コンピューターの CPU 負荷状況を記号で表示します。 

Mem 監視コンピューターのメモリ使用状況（物理メモリ、仮想メモリ）を記号で表示します。 

HDD 監視コンピューターのハードディスク状況（使用率）を記号で表示します。 

NIC 監視コンピューターのネットワーク負荷状況を記号で表示します。 

ハードウェア ハードウェアの追加・削除状況を表示します。 

ソフトウェア ソフトウェアの追加・削除状況を表示します。 

Ping 監視コンピューターの Ping 状況を記号で表示します。 

2 .24 .2  レポートデータベース出力時に使用するテーブル名一覧 

‘2 .1 .2 レポートデータベース出力時に使用するテーブル名一覧’を参照してください。 
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2 .24 .3  インスタンス概要の各記号について 

CPU、Mem、HDD、NIC、Ping の各記号については、サーバー診断レポートで出力される各診断結果をもとに判定しています。 

 

CPU、Mem、HDD、NIC の記号について 

記号 説明 サーバー診断レポートステータス 

○ 良好です 正常（余力あり）、正常 

△ 注意を要します 注意 

× 増強をお勧めします 高負荷 

空白 監視項目がありません  

 

ハードウェア、ソフトウェアの各記号については、ハードウェア・ソフトウェア差分情報で出力される結果をもとに判定しています。 

 

ハードウェア、ソフトウェアの記号について 

記号 説明 ハードウェア・ソフトウェア差分情報 

＋ 追加があります 追加 

－ 削除があります 削除 

空白 監視項目がないか、変更がありません  

※追加および削除があった場合には“＋/－”と出力されます。 

 

Ping の各記号については、サーバー診断レポートで出力される各診断結果をもとに判定しています。 

 

Ping の記号について 

記号 説明 サーバー診断レポートステータス 

○ 良好です 正常（余力あり） 

△ 注意を要します 注意 

× ネットワーク機器および環境の確認をお奨めします 高負荷 

空白 監視項目がありません  
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2 .25  サーバー診断レポート（VMware）  

監視コンピューターの稼働状況を簡単にまとめたサマリーレポートです。 

1 2 

3 

4 

5 
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2 .25 .1  各項目について 

No 説明 

1 レポート対象のサーバー名を表示します。 

2 レポートの出力対象期間を表示します。 

3 コンピューターリソースの診断結果を表示します。 

ステータスは、監視コンピューター上の監視項目から情報を取得し、判定基準に沿って決定します。 

4 データストア毎のパフォーマンスの集計値を一覧で表示します。 

なお、本項目についてはサーバー診断レポートの評価対象ではありません。 

5 物理 NIC 及び、仮想 NIC のパフォーマンスの集計値を一覧で表示します。 

なお、本項目についてはサーバー診断レポートの評価対象ではありません。 
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2 .25 .2  レポートデータベース出力時に使用するテーブル名一覧 

※ レポートデータベース設定ウィザードで指定する際に使用する一覧表です。 

監視テンプレート名：VMware レポート用 

監視グループ名 監視項目名 出力テーブル名 

VMware レポート CPU 使用率 ( %) VM_performance 

CPU 作動可能 (ミリ秒) VM_performance 

カーネル待ち時間 (ミリ秒) VM_performance 

デバイス待ち時間 (ミリ秒) VM_performance 

キュー待ち時間 (ミリ秒) VM_performance 

メモリ使用率 (%) VM_performance 

NIC 受信ドロップ数 VM_performance 

NIC 送信ドロップ数 VM_performance 

NIC データ受信速度（KBps） VM_performance 

NIC データ送信速度（KBps） VM_performance 

NIC ネットワーク使用率（KBps） VM_performance 

NIC1 受信ドロップ数 VM_performance 

NIC1 送信ドロップ数 VM_performance 

NIC1 データ受信速度（KBps） VM_performance 

NIC1 データ送信速度（KBps） VM_performance 

NIC1 ネットワーク使用率（KBps） VM_performance 

NIC2 受信ドロップ数 VM_performance 

NIC2 送信ドロップ数 VM_performance 

NIC2 データ受信速度（KBps） VM_performance 

NIC2 データ送信速度（KBps） VM_performance 

NIC2 ネットワーク使用率（KBps） VM_performance 

VMware ストレージ１空き容量監視 (％) VM_DiskFreeSpaceUtilization 

VMware ストレージ２空き容量監視 (％) VM_DiskFreeSpaceUtilization 

VMware ストレージ３空き容量監視 (％) VM_DiskFreeSpaceUtilization 

VMware ストレージ４空き容量監視 (％) VM_DiskFreeSpaceUtilization 

VMware イベント監視 VM_Evtlog 

vCenter ログ監視 VM_vCenterlog 

VMware ビューアーデータ収集  

※ すでに BOM7.0レポートデータベースの設定を一度行い、追加で上記項目のレポート出力する場合には、BOMレポートデータベースの再作

成が必要です。レポートデータベースの削除、レポートデータベースの作成の詳細については‘BOMW7.0-Report オプションユーザーズマニュ

アル’を参照ください。BOM レポートデータベースを再作成しても元データであるアーカイブサーバーのデータが削除されることはありません。 
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2 .26  詳細グラフ情報（VMware）  

監視コンピューターの稼働状況を簡単にまとめたサマリーレポートです。 

※ 2 .3 詳細グラフ情報（Windows）を参照してください。レポート名称のみが相違しています。 
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2 .27  システム基本情報（VMware）  

監視コンピューターの稼働状況を簡単にまとめたサマリーレポートです。 

 

 

 

 

1 

2 
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3 

4 
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2 .27 .1  各項目について 

No 項目名 説明 

1 コンピューター名 監視コンピューターのコンピューター名を表示します。 

OS 名/バージョン 監視コンピューターの OS 名及び、サービスパックのバージョンを表示します。 

ビルド 監視コンピューターのビルド番号を表示します。 

システム製造元 監視コンピューターのシステム（ハードウェア）製造元を表示します。 

システムモデル 監視コンピューターのシステム（ハードウェア）名を表示します。 

プロセッサ 監視コンピューターに搭載されているプロセッサの種類を表示します。 

物理メモリ容量 監視コンピューターに搭載されている物理メモリの容量を表示します。 

2 データストア 監視コンピューターのデータストアの情報を表示します。 

3 物理 NIC 監視コンピューターの物理 NIC の情報を表示します。 

4 仮想 NIC 監視コンピューターの仮想 NIC の情報を表示します。 

※ それぞれの項目は、情報の取得に失敗した場合は表示されません。 

仮想 NIC で IPv6 アドレスが複数ある場合、各アドレスのアドレスプリフィックスと合わせてすべて表示されます。 

2 .27 .2  レポートデータベース出力時に使用するテーブル名一覧 

‘2 .1 .2 レポートデータベース出力時に使用するテーブル名一覧’を参照してください。 
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2 .28  VMware ログリスト（VMware）  

監視コンピューターの稼働状況を簡単にまとめたサマリーレポートです。 

 

1 

2 
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2 .28 .1  各項目について 

No 説明 

1 ソースの種類毎に件数を報告します。 

2 設定されたソースのログを発生順にすべて表示します。 

※設定されたコードは以下の 2 種類です。 

UserLoginSessionEvent 

UserLogoutSessionEven 

 

2 .28 .2  レポートデータベース出力時に使用するテーブル名一覧 

‘2 .1 .2 レポートデータベース出力時に使用するテーブル名一覧’を参照してください。 
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第3章 レポートデータベース標準テーブルについて 

各レポートデザインとは別に、必ず作成される各種テーブルについてご案内いたします。 

3 .1  各種テーブルについて  

作成されるテーブルの仕様については以下の通りです。 

 

テーブル名称：環境設定テーブル 

テーブル ID：t_environmental setting 

No. 列名称 列 ID 型 Null 

1 設定項目名 environment_item nvarchar × 

2 設定値 environment_value nvarchar × 

 

テーブル名称：収集データリストテーブル 

テーブル ID：t_collect_terms 

No. 列名称 列 ID 型 Null 

1 実行履歴 ID history_id int × 

2 実行日時 execute_time datetime × 

3 検索日時最小値 minimum_time datetime × 

4 検索日時最大値 maximum_time datetime × 

5 インベントリ情報格納テーブル inventory_table_name nvarchar × 

 

テーブル名称：インスタンス管理テーブル 

テーブル ID：t_instance 

No. 列名称 列 ID 型 Null 

1 インスタンス設定 ID instance_setup_id int × 

2 インスタンス種別（プロダクトコード） product_code nvarchar × 

3 ユニークサーバー名 machine_unique_name nvarchar × 

4 インスタンス名 instance_name nvarchar × 

5 実行履歴 ID_Begin history_id_begin int × 

6 実行履歴 ID_End history_id_end int × 

7 サーバー名 machine_name nvarchar × 

8 エイリアス付サーバー名 machine_alias nvarchar × 
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テーブル名称： サマリーテーブル 

テーブル ID：t_summary_report_data 

No. 列名称 列 ID 型 Null 

1 実行履歴 ID history_id int × 

2 インスタンス設定 ID instance_setup_id int × 

3 監視項目設定 ID watch_setup_id int × 

4 レポートデータテーブル名 table_name nvarchar × 

5 最大値 maximum_value money  

6 最大値日付 maximum_date datetime  

7 最小値 minimum_value money  

8 最小値日付 minimum_date datetime  

9 平均値 average_value money  

10 個数 count_value money × 

11 合計 sum_value decimal  

12 増分計算基準値 incremental_base money  

13 増分計算最大値 incremental_max money  

14 増分計算合計値 incremental_total money  

15 取得データ日時最大値 compensation_time datetime × 

16 付加情報 additional_information nvarchar × 

17 データ種別 data_type nvarchar × 

 

テーブル名称： レポートデータテーブル 

テーブル ID：t_$(テーブル追加時に任意設定)_yyyymm 

No. 列名称 列 ID 型 Null 

1 インスタンス設定 ID instance_setup_id int × 

2 日時 monitor_time datetime × 

3 値 monitor_value nvarchar × 

4 付加情報 additional_information nvarchar × 

※yyyymm：年月 
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テーブル名称： インベントリ情報テーブル 

テーブル ID：t_inventory_yyyymm 

No. 列名称 列 ID 型 Null 

1 インスタンス設定 ID instance_setup_id int × 

2 日時 archive_time datetime × 

3 一意な情報 ID sysinfo_id int × 

4 情報 ID の組み合わせ ID set_num int × 

5 WMI 名前空間 name_space nvarchar  

6 WMI クラス名 class_name nvarchar  

7 WMI プロパティ名 property_name nvarchar  

8 値 info_value nvarchar  

※yyyymm：年月 
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